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石和田端議･鎌田済吉

i.目的

北蒲原平野沖合の陸棚海域において海底下地質構造

を明らかにするため地震断面図を作成することカミ直接

の目的である.この海域で近い将来予想される石油

･天然ガスの探鉱に備えた基礎調査であるが同時に新

潟堆積盆地北半の構造形態研究の一環でもある.

実施に当たっては昭和40年度の佐渡海峡北口(寺尾

～姫崎側線)における地震探査で発見した背斜構造の北

方延長部にとくに留意した.

2.側線位置

新潟市網代浜沖4良皿～佐渡姫碕北東沖22.3kmを結ぶ

主測線とこれに交差する南北2本の短側線があり総

延長は49.02良mである.

水深は主測線東端(SR1)で39mほぼ中央(SP.100)

で127㎜西端(SP.160)で162㎜である.

主測線の東部(SP.1-SP.40)7k皿は昭和39年度に

石油資源開発㈱が行なった蒲原沖地震探鉱調査の範囲内

にありまた約17たm西南にはほぼ平行して昭和40年

度地質調査所が実施した寺尾一姫崎側線カミある.

3.現地作業

使用した測定機はSIE製磁気録音装置付探鉱機(G

33MR-813)で磁気テｰプはSIEMS-32地震探

鉱総合処理機にかけて連続記録断面図カミ作成された,

爆発点数は160点で1点の爆薬量は20kgである.

発破器はSIEPBC-12B改受振器はHa1LSearsMP

-1(圧力型)を使用した(13コ1点X24).

観測｡爆発には30トン級の漁船2隻監視に6トンの

漁船1隻を借用した.

位置決定はHydrodist(三洋水路㈱)を使用したが

主･従局間隔は最大37kmに達した.なお水深測定は

携帯用音響測深機による.調査は7月28目に着手し

8月31目に終了したカミ海上作業は8月!0目より同17目

に至る間の6日間であった.測定方法は全点振り分け

展開によっているが一部について反射の質を向上させ

るため共通反射点水平重合法(3重合)も行なった.

恋お本調査は石油資源開発(株)カミ請負作業*として実

施した.

*場長:塩津益次郎解析:薮忠平小熊盛大橋征一
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4.調査結果

反射記録は全般にWater

rev･rbe工･tionが優勢で

地質構造の判続カミ困難な

ところがある

主測線東端付近に東新

第2図受振器を内蔵したケｰブルにブイをつけて海中に投入する

向うの船は監視船

第3図海面下2.3血で20kgの爆薬を爆発させる左ほ爆発船

着の白い玉はセンタｰブイ�
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潟構造の北方延長とみなされる非常にゆるい背斜構造が

見られる.深度1,200伽付近ではSP.3付近に背斜軸

がみられる.SP.6～40の間の大勢は浅｡深部とも殆

んど平坦でありSP40～55の間も非常にゆるい酉傾斜

である.SP.55以西は多少傾斜を増すカミ結局SP-106

の向斜中軸部まで全体としては単斜構造と考えられる.

SP.132付近で背斜構造か推定される.その東翼側

(SRユ15～ユ20)にゆるいテラス構造がみられるポ深部

に酉優斜の1ine･upカミあるのでゆるい背斜構造の存在

する可能性はある.SR150より以西に大きい背斜構

造がみられるが1in帥pの出かたなどからその中核は

火成岩と判定される.種々解析を試みるとこの火成

岩体の東側は断層と思われる.狂おSP.132の背斜よ

り推定火成岩体東縁部にかけて海底地形の高まり(馬の

瀬)が認められる､

寺尾一姫崎側線の結果および空中磁気探査結果と比較

し総合判断すると次のごとく結論される.

①角田沖構造(四郷屋構造の西方)の北方延長に相当すると

思われるのはSP.115～120のテラス構造である

②本側線西端部の推定火成岩体は寺尾一姫崎側線西端近く

に見られた推定火成岩体に連続する可能性が強い

③本側線の方が寺尾一姫崎側線に比較して全般に曜積物が

厚いと推定される前記した推定火成岩体への海底下深

度でも前者では1,600蛆後者では760㎜である

④四郷屋構造東側に落差の大きい断層が存在し角岡～弥彦

山塊と蒲原平野主都とを構造的に区分しているがこれは

寺尾～蝿崎側線の主背斜(新川河口北々酉13km)東翼側

まで存在を推定しうるしかし本側線ではもはや存在

しないかまたは著しく小規模になっていると思われる

弥彦一角田の高磁気異常の北方延長が寺尾一蝿崎側線付近

で消滅していることと関係があると考えられる

⑥本側線で今後の探鉱に際し留意すべき地区は菓新潟沖合

の構造上平坦な高まり(水深40～70㎜)SP.120付近の

テラス構造の南北延長都火成岩体を中核とする背斜系列

その東側の推定断層のミ下りブロック､SP.132の背錨

系列をあげることができる.これらについてSP.55
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文中の爆発点位置は下記の通り.
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鶏4図

測定艦上の地

鰯探鉱機

95付近に見られるゆるいテラス構造も精査を要する地点

にあげることができる

(筆者は石油課長･物現探査翻)
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による海上位置

決定

測定船上の主用�


